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Abstract: Music appreciation is not only fun for human beings, but is also thought 
to have a major impact on physical and mental health. Therefore, music therapy that 
uses music for sound medicine was also developed. In order to elucidate the 
mechanism of music therapy, attention has been paid on the effects of consonance 
and dissonance on human brain activity. In this study, we used electroencephalogram 
(EEG) measurement to investigate the effects of consonance and dissonance on 
brain activity in normal music appreciation by using the classical songs of the piano 
alone as the experimental stimuli. Brain activity components were observed in the 
occipital lobe, left temporal lobe, right parietal lobe, and frontal lobe, depending on 
the subjects. We hope that these results will lead to the effective use of music therapy 
in the future. 
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では、1 度、8 度、5 度、4 度の関係がもっともよく調和する音程（完全協和音程）、長短の
3 度と 6 度の関係がいちおう調和する音程（不完全協和音程）、長短の 2 度と 7 度、それに
あらゆる増と減の関係が調和しない音程（不協和音程）とされた。また和音に対しても、協
和音程だけで構成されているものを協和和音とよび、不協和音程を含むものを不協和和音
とよんだ（日本大百科全書 Web 版, 小学館）。 








脳波測定には、Emotiv EPOC (Emotiv Inc.)という携帯型簡易脳波測定計を使用した(図
1)。Emotiv EPOC には 14 Channel の脳波測定センサーが搭載され、脳波信号の収集にワイ
ヤレス送信方式が採用されている。実験時に刺激提示用 PC と脳波データ収集用 PC をそれ
ぞれ用意し、計 2 台の PC を使用した。脳波データにも刺激提示タイミングを記録させるた












・協和音程といわれる音程は完全 1 度と完全 8 度（絶対協和音程）、完全 4 度と完全 5
度（完全協和音程）、長短 3 度と長短 6 度（不完全協和音程） 
・不協和音程はこれ以外の音程、つまり長短 2 度と長短 7度、増音程と減音程 
下記のピアノ単体のクラシック曲から、協和音と不協和音だけで構成された部分をそれ
ぞれ 10 秒間の長さで 10 個を抽出した。 
・協和音を多く含む曲 
モーツァルト ピアノ・ソナタ第 15 番 ハ長調 
モーツァルト ピアノ・ソナタ第 11 番イ長調 
モーツァルト「ああ、ママに言うわ」による 12 の変奏曲 ハ長調 
・不協和音を多く含む曲 
ドビュッシー 前奏曲集第 2 巻より 第 4 曲〈妖精はよい踊り子〉 





リーソフトウェア(Mathot, S., et al., 2012)を使用した。OpenSesame は Graphic User 









図 2: 刺激提示ソフトウェア OpenSesame の画面 
 
3.4 実験の実施 
 ゼミ生 4 名（男性 3 名、女性 1 名、平均年齢 21.5 歳, 21-22 歳）が被験者として実験に参
加した。被験者をリラックスした状態で椅子に座らせ目を瞑らせ、両耳に装着したイヤホン
を通して聴覚刺激を与えた。 
 被験者に各音楽刺激に対し、再生終了後 5 秒以内で音楽鑑賞時にリラックスを感じたか
について判断させ、対応するキーボードのキーを押してもらう。キーが押されたら、すぐに
無音休憩状態に切り替わり、次の刺激提示サイクルに進んでいく。協和音刺激と不協和音刺
激をランダムでそれぞれ 10 回（合計 20 回）提示する。図３に実験刺激提示のタイムフロ
ーが示された。 
各被験者に対し、 大 400 秒のセッションを 2回行った。セッションの間は、被験者を疲
れが取れるまで休憩させた。 
図 3: 実験刺激提示のタイムフォロー 
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3.5 実験データ分析 
脳波測定実験で収集した脳波データを脳波解析フリーソフト EEGLAB (Delorme, A. & 
Makeig, S., 2004) を利用して分析を行った。EEGLAB は MathWorks 社が開発した数値計
算用ソフトウェア MATLAB をベースとしていた。データ分析した時、まずはベースライン
を除去し、そして、フィルタリングによって脳波信号帯域以外の周波数を排除した。その後、
音楽再生始め時点を 0 にし、前 1000 ms から音楽終了までの間の脳波データのみを取り出
し、分析を行った。さらに、独立成分分析(ICA)手法を用いてデータ分析を行い、ノイズ（ア
ーティファクト）成分を分離したうえで、人間の脳波特徴を持った成分のみに注目した(開, 






4）。もう 1 名の被験者は後頭葉より前頭葉で脳活動成分が目立った（図 5）。一方、不協和
音に対し、3 名の被験者とも左側頭葉に脳活動成分が観測された。その一例を図 6 で示し
た。また、左側頭葉だけではなく、右頭頂葉（図 7）にも脳活動成分が観測された。 
 
図 4: 協和音に対する左後頭葉の脳活動成分の一例 
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図 6: 不協和音に対する左側頭葉の脳活動成分の一例 
図 5: 協和音に対する前頭葉の脳活動成分の一例 
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